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リペア補修のサービス料金表について�

リペア案件には、主に下記�種類の案件があります。
料金表はJBRに代わって見積から請求までご対応いただく案件にて利用します。
その他、新築、保険、定期点検等は、ジャパンベストレスキューシステム株式会社(以下、JBR)
が見積から請求まで行う案件では利用しないでください。

■ JBRに代わって見積から請求いただく案件専用の料金表 ※����年�月�日時点
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算出までの主な考え方�

■ 算出までの主な考え方
A：基本料金/B：作業項目/C：その他費用の組合わせで算出致します。

A：基本料金：出張料※遠方以外の車両関係費、移動・駐車料金

C：その他費用：養生費用・遠方料金・特殊機材持込み等の料金

B：作業料金：補修を行う素材と作業料金
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作業項目の選択方法�

■ 作業項目の選択方法
素材ごとに主な作業項目が設定されております。
作業と補修対象の症状、キズのサイズにより金額を算出します。

■ 行わない作業は絶対に利用しないでください。
 　行った作業以外の項目で請求を行った際は、行っていない作業分は返金いただきます。

■作業区分や各項目 
①基本料金：出張料 
※移動、駐車、施工後の清掃費用を含んでおります。 
②作業対象の素材種類 
③作業詳細や状態(内容) 
④塩ビシートの全面/部分 張替作業が発生する場合 
⑤その他費用：遠方料金や機材持ち込み等 

a.下処理:症状に沿った項目を選択して利用してください。　

b�.ハードワックス補修/b�.パテ補修　 
※木部のみ穴埋め作業(ワックス・パテ打ち)と�種類選択項目があります。

e.柄付け塗装施工:木目や柄を再現する際に利用してください。

f.項目に該当する作業を行う際に利用してください。

c.造形施工:角の作成/凹凸の再現等を行う際に利用してください。

d.塗装:下塗り/中塗り/上塗り等で行う際に利用してください。
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サイズ算出の方法について�

■ 施工範囲の算出方法について
サイズは写真より概算のH(縦)×W(横)にて算出します

�か所の場合：下処理の算出方法の考え方
・キズ　�㎝　×　��㎝ = ���㎠

・その他補補修項目
下処理を行ったH×Wの合計にて算出します。

・キズ下処理　=　���㎠　パテ補修

複数個所(同症状)の場合：下処理の算出方法の考え方
・穴：A（��㎝ × ��㎝ = ���㎠）
・穴：B（��㎝ × ��㎝ = ���㎠）
※傷やへこみ等の複合する場合も同じ考え方で算出ください。

複数個所(別症状)の場合：算出方法の考え方
(例)床の傷と建具穴

・下処理　傷/へこみ　�㎝ × �㎝  =   �㎠
・下処理　　穴　   　��㎝ × ��㎝ = ���㎠
※下処理のみ症状毎に算出ください。

その他補修項目
下処理を行ったH×W()の合計で算出します。
�㎠ + ���㎠ = ���㎠　パテ補修
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■ サイズ算出の考え方
傷、穴等のサイズを基準に、算出してください。
※施工箇所は傷に対して大きく施工となりますが単価にて調整しております。

■ フローリングやタイル、洗面ボウルや浴槽の塗装、塩ビシートの張替時のサイズ算出の考え方
フローリングやタイル、洗面ボウルや浴槽の塗装、塩ビシートの張替時範囲を基準に算出してください。
※フローリングやタイルはピース単位で補修を行う場合はピースのサイズにて算出してください。

例�.洗面ボウルの塗装 例�.シートの張替
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金額の算出方法について�

■ 施工範囲の算出方法について

➀～➄の基本的な算出手順　※費用は面積(㎠/㎡)によって算出します。
➀まずは、傷や穴の面積を算出致します。※詳しい算出方法についてはP.�～�を参照ください。
(例.�) ��㎝ × ��㎝ = ���㎠
(例.�) ��㎝ × ��㎝ = ���㎠

➁次に記載の単価を算出した㎠で割り、数量を算出してください。
小数点第一位は繰上げて算出し、数量を算出します。
※㎠/㎡単位が施工箇所何個分で収まるかで算出します。
(例.�) 単価��㎠場合 ： ���㎠　÷　��㎠　→　�.��繰上げし、数量�で計算
(例.�) 単価��㎠場合 ： ���㎠　÷　��㎠　→　��.�繰上げし、数量��で計算

➂B-〇(a.b.など)記載の単価に➁で算出した数量をかけます。
(例.�)木部+下処理+線キズ※木部に対して��°以内＝�,���円×� ＝ �,���円
(例.�)アルミ+下処理+線キズ深さ�㎜以下 叩き出し＝�,���円×� ＝ ��,���円

注意）算出した数値が最低料金以下の場合は、最低料金を適用します。
(例)パテ補修：�㎝×�㎝ = ��㎝　→　��㎠
＝�,���円×�　＝ �,���円
木部のパテ補修の最低料金「��,���円」以下なので最低料金の「��,���円」となります。

▼各素材の次ページに、素材ごとの算出早見表がありますのでご活用ください。
※���㎠までは記載しておりますが、���㎠以上の場合は単価をかけて算出してください。
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その他費用の算出と適用ルールについて�

■ その他費用の算出と適用ルールについて
下記いずれかに該当する場合にのみ適用します。

C-a.養生
養生を行う場合に利用します。※原則すべての作業実施してください。

C-f.夜間・早朝料金
お客様のご希望により��：��～�：��の間で作業を行う場合に適用してください。
C-g.車両関係費
登録いただいている所在地から最短経路で遠方料金��kmから��km毎に適用となります。
C-h.キャンセル費
前日��：��～以降でのキャンセル時に適用してください。
C-i.現場調査費用
見積が訪問しないと出せない場合に適用してください。※別途基本料金も適用してください。

C-b.特殊機材の持ち込み/�台
発電機/送風機+ダクトホースを持ち込みする際に利用します。
※電源が利用できない場合、密室での塗装を行う場合のみ適用してください。
C-c.追加人工/�名
家具の移動や、作業補助が必要な場合のみ適用となります。
C-d.安全管理費
警備員の配置や、密室塗装時に人を配置が必要な場合にのみ適用してください。

C-e.高所作業費
補修対象が床面から�.�m以上の場合に適用してください。
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